
　ピロリ感染胃炎の除菌が保険適用になってから8年

で約1000万人が除菌されたことにより胃がん死亡者

数は2013年が48427人、2014年が47903人、2015

年は46659人、2016年には45509人、2018年には

44189人、2019年には42931人、2020年には42318

人と減少を示してきた(図1)1）。2012年と比較すると

15.3％もの胃がん死亡者数の減少を示している。保険

適用という手段のみで除菌数が大幅に増え、胃がんで

亡くなる人を減らしたことはこれまでわが国の医療界

では経験したことのない大きな出来事であると言え

る。 

　しかしながら、2013年の除菌の保険適用により、

胃がん死亡者の総数は減少したが、80代以降の胃がん

死亡者数は増加し続けている（図2）。胃がんだけで

なく、肺がん、大腸がん、膵がんでも、死亡者の最多

は80代以上であることが明らかになってきている。日

本では80代以上が総人口の9％を占めてきているの

で、全がん患者死亡者数の約半数が80代以上になって

きたことになる。したがってがんの死亡者を大幅に減

少させるためには、胃がんのみならず肺がん、大腸が

ん、膵がんにおいても超高齢者対策の重要性が示唆さ

れる。しかし、80歳以上の高齢者対策は、様々な併存

疾患を伴っていること

が多いこと、多種類の

薬剤を使用しているこ

と、生理学的な機能が

低下していること、認

知機能に制限があるこ

と、何より個人差がき

わめて大きいことより

困難を極めることが予

想される。このように

超高齢者のがんの予防

はきわめて困難なこと

と考えられる。経済効果を重んじる欧米各国では、超

高齢者への医療資源の投下にはわが国より遙かに慎重

であり、殊に予防に関しては費用対効果の観点から積

極的に行わない傾向がある。 

　わが国の80歳代以降の胃がん検診受診率は平均の

1/3以下である。80歳代以降のピロリ菌の除菌はそれ

以前の世代に比して1/4以下である。さらに除菌によ

る胃がん抑制効果も30％以下と他の年代より明らかに

低い。このような状況を総合的に判断すると超高齢者

の胃がん予防はきわめて難しいと考えられる。 
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　もし胃がんの予防を80歳未満に限ると2013年から

のピロリ菌除菌による胃がん死亡率減少効果は30％に

近くなり、国のがん対策推進基本計画によるがん死亡

率の目標の20％減少を達成したと考えられる。単純に

計算すると保険の通った2013年から2020年までに約

3.7万人もの胃がんで亡くなる人を救ったことになる

のである。保険適用後の除菌数の劇的な増加は厚労省

の政策によるものではなく、個々の医師が学会等の呼

びかけに応じ、自主的に胃がん予防のためにピロリ菌

の除菌を行ったために生じたものである。予算を何も

かけずにこれだけの効果を上げたことは高く評価され

るべきことであろう。わが国のピロリ菌除菌による胃

がん撲滅を目指す取り組みに関しては、IARCを始め

世界中から評価されるようになってきた。然るに日本

政府はこのような動きをほとんど理解していない。胃

炎に対する除菌の保険認可を行った当事者であるのに

もかかわらずである。 

　しかし、わが国のピロリ菌の感染者は3500-5000万

人存在すると言われているので，現在はまだ入り口を

少し越えたくらいであり、胃がん撲滅にはさらに多く

の努力が必要である2）。 

　ピロリ菌感染者は全員が慢性胃炎という病気を持っ

ていることから、すべての人が除菌治療の対象にな

る。除菌できたことをきっちり確認し、以後は内視鏡

による経過観察を続ければ、慢性胃炎が将来、胃がん

に進行するリスクを減らせるだけでなく、内視鏡検査

で早期胃がんを発見し、完治できるチャンスが増えて

いくのである。
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胃がん死亡者数の推移図１



 

結論 

 

 　超高齢者の胃がんの予防はきわめて困難であること

が明らかになった。欧米のように費用対効果から見る

と80歳未満のがん予防に全力を傾注するのが良いのか

もしれない。しかしながら、そうするとわが国では如

何に努力をしても胃がん死亡者数を2万人以下に減ら

すことができないと言うことになる。現在、80歳以上

の超高齢者では、約22000人が胃がんで亡くなってい

るからである。これでは、目標としてきたわが国から

の胃がん撲滅は夢物語と言うことになりかねない。超

高齢者をがんから救う一工夫をがん研究者の総力を挙

げて考えなければいけない時期に入ってきたと思われ

る。 
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ランドホテルにて、コロナ禍の中、感染対策を徹底し、恒例の「第13回白金カン

ファレンス」を対面式で盛会裏に開催しましたが、浅香先生には、特別講演の講師を務めていただきま
した。その時の演題名でもあります。講演要旨では、ピロリ菌感染によって発生する慢性胃炎を抑制す
れば、胃がんの発生が予防できる可能性が高いこと、2013年には、慢性胃炎の除菌療法への保険適用
がなされ、毎年150万件を超える除菌療法が行われており、2020年までには約800万件を超え、胃が
んはこれまで40年にわたり、年間、約5万人が死亡していたが、2013年の保険適用以来、胃がん死亡
者数は減少を開始し、2020年には、42,318名と、15.3％もの減少を示し、わが国では胃がんで亡くな
るのはもったいない時代になってきた、と述べられました。しかし、胃がん死亡者数の年次別死亡者
数・年次推移　男女計を、年代別に分析すると、80歳以降の胃がん死亡者数は約50％を占め、増加し
続けていること、胃がんだけでなく肺がん、大腸がん、膵がんでも死亡者の最多は80歳以上であるこ
とが最近の分析研究から明らかになってきていると述べ、様々な超高齢者の状況を総合的に判断する
と、胃がん予防は極めて難しいと考えられ、胃がん撲滅にはさらに多くの努力が必要である。すべての
人が除菌治療の対象になること、除菌できたことをきっちり確認し、以降は内視鏡による経過観察を続
けることを推奨されました。結論として、超高齢者を胃がんから救う一工夫をがん研究者の総力を挙げ
て考えなければならない時期に入ってきた、と述べられました。浅香先生は、現在、Helicobacter Re-
search ( Journal of Helicobacter Research ) 誌の編集主幹であり、昨年は英文原著論文を筆頭著者とし
て発表するなど、現役研究者としてご活躍中です。今後、益々の御健勝と御発展を心よりご祈念申し上
げます。 （M）
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